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[注意事項 ]

1. 問題冊子は表紙を除いて２ページあり，問題は全部で６題ある．６題中３題を選択し
て解答せよ．

2. 解答冊子は表紙と３枚の解答用紙でできている．問題冊子表紙，解答冊子表紙および
すべての解答用紙に受験番号・氏名を忘れずに記入すること．

3. 問題１題ごとに解答用紙１枚を使い，必ず解答用紙左上の枠内に問題番号を記入する
こと．問題番号の記入がない場合，また２つ以上の番号の記入があった場合には，解
答は無効とする．

4. 解答欄が足りない場合には，当該解答用紙の裏面も解答欄として使用してよい．その
場合, 「裏面に続く」と表面の最後に明記すること．

5. 解答冊子，問題冊子とも必ず提出すること．
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1 行列

A =
(
v1 v2 v3 v4 v5

)
=


1 −1 −1 −2 −4

0 1 1 3 5

1 0 2 5 7

−1 2 0 a 3


で定まる線形写像 f : R5 → R4, f(x) = Ax を考える．

(1) rankA = 3 となるような a の値を求めよ．

(2) a が (1) で求めた値をとるとする．このとき，f の像の基底を求めよ．また，列ベ
クトル vi (i = 1, 2, 3, 4, 5) の間に成り立つ非自明な線形関係（一次関係）を求めよ．

(3) a が (1) で求めた値をとるとする．このとき，f の核の基底を求めよ．

2 行列 A =

−6 −6 −6

2 3 4

1 0 −1

に対し，以下の問に答えよ．
(1) A の固有値を求めよ．

(2) A を対角化せよ．P−1AP が対角行列であるような正則行列 P も求めること．

(3) A5 − kA − E が逆行列を持たないような定数 k をすべて求めよ．ただし，E は単
位行列とする．

3 実 2 変数関数
f(x, y) = (2x2 − xy) e−x+y

について，極大・極小を論ぜよ．極値があるならそれも求めること．
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4 xy 平面上の極座標 (x, y) = (r cos θ, r sin θ) を用いて表された領域

D = {(x, y) | 0 ≤ θ ≤ r ≤ 2π}

について，以下の問に答えよ．

(1) D を xy 平面上に図示せよ．

(2) D の面積を求めよ．

(3) 重積分
∫∫

D

dxdy

1 + x2 + y2
を計算せよ．

5 関数 f(x) は，原点 x = 0 を含むある開区間 I で無限回微分可能であるとする．

(1) n 次多項式
Pn(x) =

n∑
k=0

ckx
k

は，x = 0 で n 階までのすべての微分の値が f(x) のそれと一致するものとする．
係数 ck (k = 0, . . . , n) を求めよ．

(2) 以下の (i)–(iv) の場合について，それぞれ (1) の多項式 Pn(x) を求めよ．

(i) f(x) = ex (ii) f(x) = − log(1− x)

(iii) f(x) =
1

1− x
(iv) f(x) =

1

(1− x)2

6 r = r(x) を，r(0) = 1 を満たす C2 級関数であるとする．全微分方程式(
x+ yr(x)

)
dx+

(
r(x) + yey

)
dy = 0 (∗)

が完全微分型であるとき，以下の問に答えよ．

(1) r(x) を求めよ．

(2) (∗) の一般解を求めよ．
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